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都市イノベーション学府・研究院では、ᘓ⠏学、ᅵ木ᕤ学、人ᩥ・♫会科学、国㝿♫会ᩥࡸ

・ⱁ⾡なに関わるศ㔝の᪉で、実ົに㛗けた㧗ᗘᑓ㛛ᐙの⫱成を行う。そのために、

」ᩘのศ㔝をᶓ᩿的に学ࡪこともできるከ面的な研究⎔ቃを提供していく。そして᭱⤊的に

は、都市のイノベーションというࢸー࣐にᑐしてከᵝなアࣟࣉーࢳを実行する⬟ຊをᣢち、

 。ーの㣴成を目ᣦすࢲルに通用するḟୡ௦ࣜーࣂーࣟࢢ

 

㸯㸬ເ㞟ேဨ 

㸦㸯㸧 ୍⯡ධヨ 

コースู試験内容については、P.9 以降のコース説明を参照すること。 

ᑓᨷ コ㸫ス 
平成 30 年 4 月 

募集人員 

平成 30年 10 月 

募集人員 

コース 

説明 

ᘓ⠏都市ᩥ 

ᑓᨷ 

ᘓ⠏都市ᩥコース ⱝᖸྡ 募集しない ࣌ーࢪ 9 

ᘓ⠏都市ࢨࢹインコース(<�*SA） 募集しない 募集しない ̿ 

ᶓ都市ᩥコース（<�*SC） ⱝᖸྡ 募集しない ࣌ーࢪ 10 

都市ᆅᇦ♫会 

ᑓᨷ 

都市ᆅᇦ♫会コース ⱝᖸྡ ⱝᖸྡ ࣌ーࢪ 11 

国㝿ᇶ┙学コース（I*SI）   ⱝᖸྡ ⱝᖸྡ ࣌ーࢪ 12 

 

㸦㸰㸧 ⚾㈝እᅜே␃Ꮫ⏕≉ูධヨ 

コースู試験内容については、P.9 以降のコース説明を参照すること。 

ᑓᨷ コ㸫ス 
平成 30 年 4 月 

募集人員 

平成 30年 10 月 

募集人員 

コース 

説明 

ᘓ⠏都市ᩥ 

ᑓᨷ 

ᘓ⠏都市ᩥコース 
ᘓ⠏⣔問㢟のみ 

ⱝᖸྡ 
募集しない ࣌ーࢪ 9 

ᘓ⠏都市ࢨࢹインコース(<�*SA） 募集しない 募集しない ̿ 

都市ᆅᇦ♫会 

ᑓᨷ 

都市ᆅᇦ♫会コース 
都市ᇶ┙⣔問㢟のみ 

ⱝᖸྡ 
都市ᇶ┙⣔問㢟のみ 

ⱝᖸྡ ࣌ーࢪ 11 

国㝿ᇶ┙学コース（I*SI）   ⱝᖸྡ ⱝᖸྡ ࣌ーࢪ 12 

>ὀ@ᘓ⠏都市ᩥコースࠕ都市ᩥ⣔問㢟ࠖ志願者、ᶓ都市ᩥコース（<�*SC）志願者、都市

ᆅᇦ♫会コースࠕᆅᇦ♫会⣔問㢟ࠖ志願者については、一⯡入試で出願すること。 

 

㸰㸬ฟ㢪㈨᱁ 

ḟのいずれかにヱ当する者 

ただし、平成 30 年 10 月入学ᕼᮃ者は、ࠕ平成 30 年 3 月 31 日 をࠖࠕ平成 30 年 9 月 30 日ࠖ

とㄞみ᭰࠼るものとする。 

（１）学ᰯ教⫱ἲ➨ 83 ᮲に定める大学を༞ᴗした者及び平成 30 年 3 月 31 日までに༞ᴗぢ㎸

みの者 

（２）学ᰯ教⫱ἲ➨ 104 ᮲➨ 4 㡯のつ定により学ኈの学をᤵされた者及び平成 30 年 3 月

31 日までに学ኈの学を取ᚓぢ㎸みの者㹙ὀ 1㹛  

（３）外国において学ᰯ教⫱における 16 年の課⛬をಟ了した者及び平成 30 年 3 月 31 日まで
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にಟ了ぢ㎸みの者 

（４）外国の学ᰯが行う通信教⫱におけるᤵᴗ科目をᡃが国においてᒚಟすることにより当

ヱ外国の学ᰯ教⫱における16年の課⛬をಟ了した者及び平成30年 3月 31日までにಟ了

ぢ㎸の者 

（５）ᡃが国において、外国の大学の課⛬（そのಟ了者が当ヱ外国の学ᰯ教⫱における 16 年

の課⛬をಟ了したとされるものに限る。）を᭷するものとして当ヱ外国の学ᰯ教⫱ไᗘに

おいて⨨付けられた教⫱施タであって、ᩥ㒊科学大⮧がูにᣦ定するものの当ヱ課⛬

をಟ了した者及び平成 30 年 3 月 31 日までにಟ了ぢ㎸みの者 

（６）ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟᴗ年限が 4 年以ୖであることその他のᩥ㒊科学大⮧が定める

ᇶ準を‶たすものに限る。）でᩥ㒊科学大⮧がูにᣦ定するものをᩥ㒊科学大⮧が定める

日以後にಟ了した者 

（㸵）ᩥ㒊科学大⮧のᣦ定した者（ 28 年 2 月 7 日ᩥ㒊┬࿌示➨ 5号） 

（㸶）個ูのᑂ査により、大学を༞ᴗしたとྠ等以ୖの学ຊがあると本学府が認めた者で、 

平成 30 年 3 月 31 日までに 22 ṓに達するもの㹙ὀ 2、3㹛 

 

㹙ὀ 1㹛 出願資格（２）における平成 30 年 3 月 31 日までに学ኈの学を取ᚓぢ㎸みの者と

は、学つ๎➨６᮲➨１㡯のつ定にᇶ࡙き大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵᶵᵓが定めている要

௳を‶たすものと認定した▷期大学および㧗等ᑓ㛛学ᰯに⨨かれたᑓᨷ科をಟ了ぢ㎸み

の者で、平成 29 年 10 月（平成 30 年 10 月入学ᕼᮃ者は平成 30 年 4 月）までに大学ᨵ㠉

ᨭ・学ᤵᶵᵓに学のᤵを申請した者とする。 

㹙ὀ 2㹛 出願資格（㸶）にヱ当するものとは、ୖ記（１）～（㸵）にヱ当しない者で、本大学

院の個ูの出願資格ᑂ査により、大学を༞ᴗした者とྠ等の学ຊがあると認めた者で、

平成 30 年 3 月 31 日までに 22 ṓに達する者とする。 

  （にヱ当する者㸸▷期大学、㧗等ᑓ㛛学ᰯ、ᑓಟ学ᰯ、各✀学ᰯの༞ᴗ者ࡸその他の教

⫱施タのಟ了者な大学༞ᴗ資格を᭷していない者、または大学༞ᴗまでに 16 年を要し

ない国の大学を༞ᴗした者で、大学教⫱ಟ了後、日本国内または外国の大学、国❧大学

ඹྠ利用ᶵ関等これに準ずる研究ᶵ関において、研究生、研究員等として 1 年以ୖ研究

にᚑした者及び平成 30 年 3 月までに 1年以ୖ研究にᚑするぢ㎸みの者） 

㹙ὀ 3㹛 出願資格（㸶）により出願しようとする場合は、あらかじめ志ᮃඛの教員と┦ㄯのう

平成、࠼ 29 年 11 月 27 日（月）から 11 月 29 日（水）17 時まで【期間内必着】に下記

の書類（①～շ）を大学院都市イノベーション学府係まで郵送もしくは❆ཱྀで提出し、

出願資格の認定を受けること。ᑂ査の結果は平成 29 年 12 月 8 日（金）発送の郵便で本

人ᐄに通知する。出願資格を᭷すると認められた者は、平成 30 年 1 月 4 日（木）から 1

月 9 日（火）に所定の出願手続きを行うこと。（一ᗘ提出した書類は、出願手続きの㝿に

は必要としない。） 

ձ ฟ㢪㈨᱁ㄆᐃ⏦ㄳ᭩㸦᭩ᘧ �㸧 

ղ ฟ㢪㈨᱁ㄆᐃ⏝⤒Ṕㄪ᭩㸦᭩ᘧ �㸧 

ճ ᭱⤊ᏛṔࡢ༞ᴗ㸦ぢ㎸ࡳ㸧ド᫂᭩ཪࡣᅾᏛᮇ㛫�ぢ㎸ࡳ�ド᫂᭩ 

մ ᭱⤊ᏛṔࡢᡂ⦼ド᫂᭩ 

յ ◊✲ᴗ⦼ㄪ᭩㸦᭩ᘧ �㸧 

ն ◊✲ィ⏬᭩㸦᭩ᘧ �㸧 

շ ��� ࡢษᡭ㸦㏿㐩ᩱࡴྵࢆ㸧ࢆ㈞ࡓࡋఫᡤཬࡧẶྡ᫂グࡢ㏉ಙ⏝ᑒ⟄㸦㛗㸱㸧
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㸱㸬㑅ᢤ᪉ἲ 

出願書類のᑂ査及び外国語試験>ὀ@、ᑓ㛛科目試験、ཱྀ㏙試験等により行う。検査科目

についての詳細は、P.9 以降のコース説明を参照すること。 

 

>ὀ@እᅜㄒヨ㦂 

外国語の試験は、（１）ⱥ語（TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアを用いた選抜）とする。ただし、都

市ᆅᇦ♫会ᑓᨷ都市ᆅᇦ♫会コースのࠕᆅᇦ♫会⣔問㢟ࠖを志ᮃする者については、研究ᕼᮃ内容

によりⱥ語に௦࠼て、（２）のとおり、他の外国語を受験科目とすることができる。 

㸦㸯㸧ⱥㄒ㸦72(,&76/),ࠊ/()72ࠊ  㸧ࢥࢫ

 ᑐ㇟となる試験 提出するスコアド明書 

TOEIC OIILcLaO ScRrH CHrWLILcaWH（බᘧ認定ド） 

TOEFL（P%T、L%T） THVW TaNHr ScRrH RHpRrW（受験者用᥍࠼スコア票） 

IELTS THVW RHpRrW FRrP（බᘧの成績ド明書） 

① ୖ記いずれかの試験のスコアド明書（ཎ本のみ、㢦┿付き、コࣆーྍ）を出願時もしくは学 

科試験当日の学科試験Ⅰ開始前に提出すること。ド明書の受験日は学科試験当日から㉳⟬して２ 

年以内のものであること。᮲௳を‶たしたスコアの提出がない場合、失格とする。提出されたス

コアド明書は面接時に返却する。 

② TOEIC�IP 及び TOEFL�ITP なのᅋయ受験ไᗘ、TOEIC %rLGJH、TOEIC S: のスコアド明書は認め

ない。 

ճ ⟬᪉ἲは以下のとおりとする。ᑠᩘⅬ以下のᚓⅬはᅄᤞ入とする。 

TOEIC のスコア 

以下の᪉ἲで 100 Ⅼ‶Ⅼに⟬し、外国語（ⱥ語）のⅬᩘとする。 

349 Ⅼ以下㸸          0 Ⅼ 

350～500 Ⅼ㸸（TOEIC�350）/3       0～ 50 Ⅼ 

500～800 Ⅼ㸸（TOEIC�500）/6�50      50～100 Ⅼ 

801 Ⅼ以ୖ㸸        100 Ⅼ 
 

TOEFL のスコア 

以下の᪉ἲにより TOEIC のᚓⅬに⟬したう࠼、ୖ記 TOEIC のスコアの⟬᪉ἲで外国語(ⱥ語)

のⅬᩘとする。 

・TOEFL�L%T のᚓⅬは都市イノベーション学府のウェブサイトにある⟬表により TOEFL�P%T のᚓ

Ⅼに⟬する。（www.urban.ynu.ac.jp/） 

・TOEFL�P%T のᚓⅬは、(TOEFL�P%T ᚓⅬ㸫296)¹0.348   TOEIC ᚓⅬにより TOEIC のᚓⅬに⟬す

る。 
 

IELTS のスコア 

以下の᪉ἲで 100 Ⅼ‶Ⅼに⟬し、外国語（ⱥ語）のⅬᩘとする。 

7 Ⅼ以ୖの場合 㸸                     100 Ⅼ 

4 Ⅼ以ୖ 7Ⅼ以下の場合 㸸（IELTSѸ1）�50/3 Ⅼ 

3 Ⅼ以ୖ 4Ⅼ以下の場合 㸸（IELTSѸ3）�50   Ⅼ 

3 Ⅼ以下の場合 㸸                   0 Ⅼ 

 

㸦㸰㸧ࢶࢻㄒࢫࣥࣛࣇࠊㄒࢩࣟࠊㄒࠊ୰ᅜㄒࠊ㡑ᅜㄒࣥ࣌ࢫࠊㄒ 

都市ᆅᇦ♫会ᑓᨷ都市ᆅᇦ♫会コースのࠕᆅᇦ♫会⣔問㢟ࠖを志ᮃする者は、研究ᕼᮃ内容によ

り、ⱥ語に௦࠼てୖ記の外国語を受験科目とすることができる。ᕼᮃする場合には、前にᣦᑟを

ᕼᮃする教員と連絡を取り、出願時に受験する外国語科目を選ᢥすること。（出願時、利用ゝ語を願
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書に記載すること。）ただし、ẕ語をୖ記の外国語として受験することはできない。 

イン語を選ᢥする場合、以下の࣌ンス語・ࣟシア語・スࣛࣇ・語ࢶイࢻ ① CEFR 準拠検定試験のス

コアをもって筆記試験に࠼ることができる。ᑐ㇟となる試験のスコアド明書（ཎ本のみ、コ

ーྍ）を出願時もしくは学科試験当日の学科試験Ⅰ開始前に提出すること。ド明書は学科ࣆ

試験当日から㉳⟬して２年以内のものであること。᮲௳を‶たしたスコアの提出がない場合、

失格とする。提出されたスコアド明書は面接時に返却する。 

語㸸=HrWILNaW 'HuWVcK、*RHWKH�=HrWLILNaW、THVW'aI、TELCࢶイࢻ・ 等 

ンス語㸸'ALF、'ELF、TCFࣛࣇ・ 等 

・ࣟシア語㸸TR.I 等 

・ス࣌イン語㸸'ELE あるいはす検等 

② ୰国語・㡑国語を選ᢥする場合、以下の CEFR 準拠検定試験のスコアを用いた選抜とし、筆記

による試験は行わない。ᑐ㇟となる試験のスコアド明書（ཎ本のみ、コࣆーྍ）を出願時も

しくは学科試験当日の学科試験Ⅰ開始前に提出すること。ド明書は学科試験当日から㉳⟬して

２年以内のものであること。᮲௳を‶たしたスコアの提出がない場合、失格とする。提出され

たスコアド明書は面接時に返却する。 

・୰国語㸸₎語水平⪃試（+S.） 

・㡑国語㸸723,.ϩ、ࣁࠕンࢢルࠖ⬟ຊ検定試験 

 

ճ CEFR 準拠検定試験の⟬᪉ἲは、下記の関係をᇶ本として、各検定試験のヱ当ࣞベルでのスコ

アを⟬し外国語のⅬᩘとする。 

    㸿１    㸸   10 Ⅼ 

    㸿２    㸸   40 Ⅼ 

    㹀１    㸸   70 Ⅼ 

    㹀２    㸸   90 Ⅼ 

    㹁１㸪㹁２ 㸸  100 Ⅼ 

 

մ ୰国語検定試験（₎語水平⪃試 +S.）の⟬᪉ἲ 

ୖ記ճのࣞベルにスコアを⟬し外国語のⅬᩘとする。 

    １⣭     㸸  㸿１ 

２⣭     㸸  㸿２ 

３⣭     㸸  㹀１ 

４⣭     㸸  㹀２ 

５⣭・６⣭  㸸  㹁１�㹁２ 

 

յ 㡑国語検定試験の⟬᪉ἲ 

 ルࠖ⬟ຊ検定試験ࢢンࣁࠕ・

ୖ記ճのࣞベルにスコアを⟬し外国語のⅬᩘとする。 

    ４⣭     㸸  㸿１ 

３⣭     㸸  㸿２ 

準２⣭    㸸  㹀１ 

２⣭     㸸  㹀２ 

１⣭     㸸  㹁１ 

・TOPI.ϩ 

以下の᪉ἲで⟬し、外国語のⅬᩘとする。 

    （ᚓⅬ㸩40）¹3 ၟのᑠᩘⅬ以下はᅄᤞ入 

     250 Ⅼ以ୖは 100 Ⅼとする。 

     なお、TOPI.Ⅰはᑐ㇟としない。 
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㸲㸬ฟ㢪᪉ἲ 
 
（１）提出書類をᥞ࠼、書留郵便で送付すること。郵送のみで❆ཱྀ受付は行わない。 

（２）出願期間は、平成 30 年 1 月 4 日（木）から 1 月 9 日（火）までとし、期間内必着とす

る。ただし、平成 30 年 1 月 8 日（月）までの発信局消印のある書留速達に限り、期間後

に到着した場合でも受理する。 

（３）あてඛ ࠛ240�8501 ᶓ市ಖᅵࢣ㇂༊ᖖ┙ྎ 79�5 

ᶓ国❧大学大学院都市イノベ㸫ション学府係（本学府所定のᑒ⟄用） 

㹙ὀ㹛ᾏ外ᅾ住の志願者は、日本国内にᅾ住する௦理人が出願書類を郵送すること。ࡸむを

ᚓず、日本国外から出願書類を送付する場合は、平成 30 年 1 月 9日（火）までに到着する

ように E0S（国㝿スࣆーࢻ郵便）等、ᘬき受けࡸ㓄達を記㘓できる᪉ἲで郵送すること。【期

間内必着】。返信用ᑒ⟄を日本国外のᐄඛとする場合は、ヱ当する E0S 料金ศの国㝿返信切

手ๆをྠᑒすること。 

（４）受験票は 1月୰旬ࢁࡈ志願者あてに速達郵便で発送する。 

 

 

㸳㸬ᥦฟ᭩㢮➼ 

 以下の書類を出願手続きの㝿に提出すること。出願書類にഛがある場合には、出願を受

理しないのでὀពすること。 

出願書類等 提出者 要 
書ᘧ
番号 

入学願書 員 

㠃ࡶグධࠋࡇࡿࡍ 
出願前 3か月以内にᙳした┿（ୖ༙㌟↓ᖗのもの
⦪ 4、ᶓ 3）を受験票及び入学願書に㈞付するこ
と。消࠼るࢱイࣉの࣎ール࣌ンは用しないこと。 

1 
2 

༞ᴗ（ぢ㎸）ド
明書 

員 

(1)出㌟大学（ᅾ⡠大学）స成のもの。コࣆーྍ。た
だし、外国人留学生でࡸむをᚓず༞ᴗド明書のを
もって௦࠼る場合は必ずཎ本を出願前に❆ཱྀに提
示すること。 

(2)外国の大学を༞ᴗした場合は、学ド明書な取
ᚓ学が記載されているものをేせて提出するこ
と。（༞ᴗド明書で取ᚓ学が☜認できる場合は
要。）ᩥもしくはⱥᩥ以外でస成されたド明書に
ついては、ヂもしくはⱥヂをῧ付すること。ド明
書はコࣆーྍ。 

(3)出願資格(2)の出願者で、学ኈの学をᤵされた
者は、大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵᶵᵓが発行した学
ᤵド明書を提出し、学ኈの学をᤵされるぢ㎸
みの者は、ᅾ⡠学ᰯ㛗が発行した学ᤵ申請ண定
ド明書を提出すること。 

   

成績ド明書 員 

(1)出㌟大学（ᅾ⡠大学）の学㛗又は学㒊㛗によりస成
されたもの。コࣆーྍ。 

(2)外国の大学を༞ᴗした場合で、ᩥもしくはⱥᩥ
以外でస成されたド明書については、ヂもしくは
ⱥヂをῧ付すること。 
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入学検定料 

員 
 
ただし、日本ᨻ府
（ᩥ㒊科学┬）国
㈝留学生は要。
（出願の㝿、必ず
国㈝外国人留学
生ド明書をྠᑒ
すること。） 

(1)ᡶ㎸金㢠 30�000  
（ᡶ㎸手ᩘ料は志願者本人㈇ᢸ） 

(2)出願期間に間に合うようにᡶい㎸むこと。 
(3)ḟのいずれかの᪉ἲでᡶい㎸むこと。 
>日本国内ᒃ住の日本人、外国人留学生志願者@ 
①郵便局・ࡺうちࡻ㖟行でᨭᡶう場合 
౫㢗人ḍに、志願者本人の住ࡈᡶ㎸取ᢅ票ࠖのࠕ・
所・Ặྡ・電話番号を記載すること。 

・本Ꮚ⥛じ㎸みの、本学所定のࠕᡶ㎸書ࠖを用
し、❆ཱྀ受付でᡶい㎸むこと（AT0 用ྍ）。 

᭰ᡶ㎸請ồ書ව受㡿ドࠕ・ おࠖよびࠕ᭰ᡶ㎸受付
ド明書（おᐈさま用）ࠖを受付❆ཱྀから受け取る㝿
には、必ず受付局日㝃印を☜認すること。 

②コン࢚ࢽࣅンスストアでᨭᡶう場合 
、ート࣐ー࣑ࣜࣇ、ンࢯブン�イࣞブン、ࣟーࢭ・
サーࢡル㹉・サンࢡスにてྍ⬟。 

・᧯సの手㡰は、ᕳᮎの内書ࠕ入学検定料ᨭᡶい
᪉ἲのࡈ内ࠖを参照すること。 

>ᾏ外ᅾ住及び日本国内ᒃ住の外国人留学生志願者@ 
ճࢵࢪࣞࢡト࢝ー9）ࢻISA・0aVWHrCarG・-C%・
APHrLcan E[prHVV・08F*・'C・8F-・1ICOS）・୰国
㖟⫁ࢵࢿトỴ῭によりᡶい㎸むことがྍ⬟。詳細
は本学ウェブサイトのࠕ入試・入学ࠖの࣌ーࢪを
☜認すること。
（www.ynu.ac.jp/H[aP/JraGuaWH/payPHnW/LnGH[.KWPO）  

(4)ᡶ㎸῭みのࠕ᭰ᡶ㎸受付ド明書（おᐈさま
用）ࠖ、ࠕ⣡ド明書 ⏬ᨭᡶい完了通知のメールࠕࠖ、
面を印ๅしたものࠖを所定の㈞付用⣬（書ᘧ 13）
のḍに㈞り付けて出願書類にྠᑒすること。 

13 

研究ィ⏬書 ヱ当者 

A4 ุ用⣬１࣌ーࢪにまとめたもの。志ᮃコース、ᣦᑟ
をᕼᮃする教員ྡ、Ặྡを記入すること。 
ᘓ⠏都市ᩥコ㸫スᘓ⠏⣔問㢟ࠖの志願者は提ࠕͤ
出要。 

6 

返信用ᑒ⟄ 
（1通） 

員 
本Ꮚ⥛じ㎸みの㛗ᙧ 3号のᑒ⟄に住所、Ặྡ、郵便
番号を記入のୖ、速達郵便料金の切手（372 ）を㈞
付すること。 

 

住所Ặྡ記入
シール 

員 
用⣬は本学付のもの。住所、Ặྡ、郵便番号を記入
すること。（切り㞳さないこと。） 

 

外国人留学生
ᒚṔ書 

外国人志願者 
出願資格(1)の出
願者は除く。 

用⣬は本学付のもの。記入は日本語又はⱥ語を用
いること。 

10 

ᅾ留資格に関
するド明書 

外国人志願者 

(1)現ᅾ日本国にᅾ住している外国人の志願者は、ᅾ
留࢝ーࢻのし（୧面）を提出すること。 

(2)その他の外国人は、ࣃス࣏ートのしを提出する
こと。 

 

出願資格認定
書（） 

出願資格(8)によ
る志願者 

本学学府㛗がド明したࠕ出願資格認定書（）ࠖ をྠ
ᑒすること。 

 

 

 以下は出願書類にྠᑒするか学科試験開始前に提出すること。 

出願書類等 提出者 要 
書ᘧ
番号 

外国語スコア
ド明書 

ヱ当者 
詳細は P.3 を参照すること。ⱥ語に௦࠼て他の外国
語の筆記試験を受験する者は提出要。 
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㸴㸬ヨ㦂ᮇ᪥ࡧࡼ࠾ࠊሙᡤ 

平成 30 年 2 月 1 日（木）から 2 月 2 日（金）に実施する。筆記試験及び面接の教室割等

は、平成 30 年 1 月 19 日(金)15 時以降から試験当日までの間、大学院都市イノベーション

学府掲示板に掲示する。 

  試験期日についての詳細は、P.9 以降のコース説明を参照すること。 

 

㸵㸬ὀព㡯 

（１）試験当日は必ず受験票を携帯すること。 

（２）出願手続後の提出書類の内容変更は認めない。また、書類の返却はしない。 

（３）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに出願者に通知する。 

（４）各コースから課された入学試験科目（外国語試験、学科試験、面接等）の１科目でも

受験しなかった場合（外国語試験については、TOEIC、TOEFL、IELTS、その他 CEFR 準拠

検定試験のスコアを出願時もしくは学科試験Ⅰ開始前に提出しなかった場合を含む）は、

失格となる。 

（５）出願書類に虚偽の記載があった場合、入学後でも入学を取り消すことがある。 

（６）志願者の入学試験成績及び出願書類等に記載された個人情報については、本学入学者

選抜に係る用途の他、本人の申請に伴う入学料免除等の福利厚生関係の資料及び本学に

おける諸調査・研究にも利用することがある。調査・研究結果を発表する場合は個人が

特定できないように処理し、それ以外の目的に個人情報が利用又は提供されることはない。 

 

㸶㸬ྜ᱁⪅Ⓨ⾲ 

（１）筆記試験選抜の結果は、平成 30 年 2 月 14 日（水）15 時頃に本学府ウェブサイト

（www.urban.ynu.ac.jp/）に合格者受験番号を掲載するとともに、2 月 14 日（水）発送

の郵便で合格者に通知する。 

（２）募集人員に欠員が生じた場合は、追加合格により補充する場合がある。追加合格の通

知は、入学願書に記載された現住所への電話連絡及び郵便により行う。追加合格に関す

る問い合わせには一切応じない。 

（３）電話、FAX、メール等による合否についての照会には一切応じない。 

 

㸷㸬ධᏛᡭ⥆ࡁ 

（１）入学手続は以下の期間内に必要な手続きを行うこと。手続期間内に手続きを完了しな

い場合は入学辞退者とみなし、その後の手続きは認めない。 

① 平成 30 年 4 月入学者  平成 30 年 3 月 5 日（月）～3 月 8 日（木）【期間内必着】 

ただし、平成 30 年 3 月 7 日（水）までの発信局消印のある

書留速達に限り、期間後に到着した場合でも受理する。 

入学手続書類は平成 30 年 2 月下旬に送付する。 

② 平成 30 年 10 月入学者 平成 30 年 6 月 11 日（月）～6 月 13 日（水）【期間内必着】 

ただし、平成 30 年 6 月 12 日（火）までの発信局消印の   

ある書留速達に限り、期間後に到着した場合でも受理する。 

入学手続書類は平成 30 年 5 月下旬に送付する。 

 

− 7−



 
 

（２）入学時に必要な⤒㈝ࠝ日本ᨻ府（ᩥ㒊科学┬）国㈝留学生にᑐしてはᚩしないࠞ 

① 入学料㸸２㸶２�㸮㸮㸮（現行） 

② ᤵᴗ料㸸年㢠 ５３５�㸶㸮㸮（現行） 

入学料及びᤵᴗ料はᨵ定される場合がある。ᅾ学୰にᤵᴗ料のᨵ定が行われた場合、

ᨵ定時から᪂しいᤵᴗ料が㐺用される。 

（３）入学手続き後は、のような情があっても、入学料の返㑏は行わない。 

（４）⚾㈝留学生受験者がᅾ留資格ࠕ留学ࠖを取ᚓするに当たっては、留学生生άを⥔ᣢで

きる⤒῭的ᇶ┙を᭷している必要がある。 

（５）ᐁබᗇ又は会♫等にᅾ⫋している者は、入学手続きの㝿、その㛗又は௦表者のᑵ学ᢎ

認書（ᵝᘧは௵ព）を提出する必要があるためあらかじめ準ഛしておくこと。 

（６）入学後の⤒῭ᨭไᗘとして、ࠕ入学料・ᤵᴗ料免除等ไᗘ ዡ学金ไᗘࠕࠖ・ 等ࠖがある。

詳細は学ົ㒊学生ᨭ課ウェブサイトのዡ学金・ᤵᴗ料/入学料免除の࣌ーࢪを☜認する

こと。（www.JaNuVHLVuppRrW.ynu.ac.jp/） 

（㸵）学生ᑅへの入ᒃᕼᮃ者は、入学手続き期間より前に申請手続きが必要となる場合があ

るため、各⮬において学ົ㒊学生ᨭ課ウェブサイトの学生ᑅの࣌ーࢪの入ᒃ募集内

を☜認し、期間内に手続きを行うこと。（www.JaNuVHLVuppRrW.ynu.ac.jp/） 
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��㸬ࢫ࣮ࢥㄝ᫂ 
 

 㒔ᕷᩥ⣔ၥ㢟㸧ࠊ㸦ᘓ⠏⣔ၥ㢟ࢫ࣮ࢥᘓ⠏㒔ᕷᩥᑓᨷ ᘓ⠏㒔ᕷᩥڦ
 

㸯㸬Ꮫຊ᳨ᰝෆᐜ 

学科試験Ⅰはࠕᘓ⠏⣔問㢟ࠖとࠕ都市ᩥ⣔問㢟ࠖがあり、志願者は出願時に志ᮃする問㢟

を選ᢥすること。 

外国語 100 Ⅼ ⱥ語（TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアを用いた選抜） 

学科試験 I 300 Ⅼ 

ᘓ⠏⣔問㢟志ᮃ者にᑐしては、①ᘓ⠏ྐ・ᘓ⠏ⱁ⾡、②ᘓ⠏ィ⏬、ճ都

市ィ⏬、մ都市⎔ቃ⟶理ィ⏬、յᘓ⠏⎔ቃᕤ学、նᘓ⠏ᮦ料ᵓἲ、շᘓ

⠏ᵓ㐀ຊ学、ոᘓ⠏ᵓ㐀ィ⏬の㸶科目から➨一志ᮃ教⫱ศ㔝に関する科

目を含めて６科目を選ᢥする筆記試験を行う。 

都市ᩥ⣔問㢟志ᮃ者にᑐしては、①ᘓ⠏ྐ・ᘓ⠏ⱁ⾡、ᘓ⠏ィ⏬、

②都市ィ⏬、都市⎔ቃ⟶理ィ⏬、ճᘓ⠏ᮦ料ᵓἲ、ᘓ⠏⎔ቃᕤ学、մ

ᘓ⠏ᵓ㐀ຊ学、ᘓ⠏ᵓ㐀ィ⏬、յどぬメࢹアㄽ、ն⫈ぬメࢹア

ㄽ、շࢡࢸストメࢹアㄽ、ո㌟యメࢹアㄽの㸶ศ㔝の୰から、➨

一志ᮃ教⫱ศ㔝に関する科目を含めて２ศ㔝選ᢥすること。 

学科試験ϩ 200 Ⅼ 

ᘓ⠏⣔問㢟志ᮃ者にᑐしては、ᘓ⠏ྐ・ᘓ⠏ⱁ⾡、ᘓ⠏ィ⏬、都市ィ⏬、

都市⎔ቃ⟶理ィ⏬、ᘓ⠏ᮦ料ᵓἲ、ᘓ⠏⎔ቃᕤ学、㗰ᵓ㐀学、㕲➽コン

ートᵓ㐀学の୰から、➨一志ᮃศ㔝に関するࣜࢡ 1科目を選ᢥする筆記

試験と面接を行う。 

都市ᩥ⣔問㢟志ᮃ者にᑐしては、研究ィ⏬書等にもと࡙いて、ᑓ㛛

ศ㔝に関係する面接を行う。 

㸰㸬᳨ᰝ⛉┠ཬࡧ᪥ 

  ① ᘓ⠏⣔問㢟志ᮃ者 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語   

学科試験Ⅰ  㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

学科試験ϩ（筆記試験） １２時３㸮ศ～１４時㸮㸮ศ 

２月２日（金） 学科試験ϩ（面接） １１時㸮㸮ศ～ 

② 都市ᩥ⣔問㢟志ᮃ者 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語        

学科試験Ⅰ 㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

学科試験ϩ（面接） １３時㸮㸮ศ～ 
 

ͤᘓ⠏㒔ᕷᩥࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥᐃဨࡢ㒔ྜୖ➼ࠊࡾࡼ⏤⌮ࡢᣦᑟᩍဨࡣ࡚ࡗࡼᏛ⏕ࡅཷࢆධࢀ

���3ࠊࡣເ㞟ࡢᅇࠋࡿ࠶ࡀሙྜ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴۻࠊࡕ࠺ࡢ༳ࡢᩍဨ

 ࠋࡿࡍ㇟ᑐࢆࡳࡢ⪅ࡿࡍᕼᮃࢆᣦᑟࡢ

ͤᮏࢆࢫ࣮ࢥᚿ㢪ࠊࡣ⪅ࡿࡍ㢪᭩ᥦฟ๓ᚿᮃඛᩍဨࡣ࠸ࡿ࠶ၥࡏࢃྜ࠸ᢸᙜᩍဨ┦ㄯࡇࡿࡍ

≉ࠋ 3��� ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴࠊࡕ࠺ࡢ�ὀ�༳ࡢᩍဨࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍሙྜࠊࡣᚲࡎ๓

P.17～22）ࠋࡇࡿࡍㄯ┦ およびᘓ⠏⣔問㢟志ᮃ者はู⣬を参照） 
 

【ὀព㡯】 

・受験者は試験開始２㸮ศ前に試験室に入ること。 

・学科試験Ⅰの開始前に、TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアド明書をᅇする（出願時に提出した者

は除く）。提出されたスコアド明書は面接時に返却する。 

・学科試験Ⅰ、ϩ(筆記試験)では、࣒ࣛࢢࣟࣉᶵ⬟をᣢたない関ᩘ電༟をᣢ参し用することがྍ⬟。 

・外国人留学生志願者は、語学の辞書を用することができる。ただし、電Ꮚ辞書は用ྍ。 

・外国人留学生志願者は、学ຊ検査科目のゎ⟅にⱥ語をうことを認める。 
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 㸦㹗�㹅㹑㹁㸧ࢫ࣮ࢥᘓ⠏㒔ᕷᩥᑓᨷ ᶓ㒔ᕷᩥڦ
 

 

㸯㸬Ꮫຊ᳨ᰝෆᐜ 

外国語 100 Ⅼ ⱥ語（TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアを用いた選抜） 

学科試験 I 200 Ⅼ 

①ᘓ⠏ྐ・ᘓ⠏ⱁ⾡、ᘓ⠏ィ⏬ ②都市ィ⏬、都市⎔ቃ⟶理ィ⏬ 

ճᘓ⠏ᮦ料ᵓἲ、ᘓ⠏⎔ቃᕤ学 մᘓ⠏ᵓ㐀ຊ学、ᘓ⠏ᵓ㐀ィ⏬  

յどぬメࢹアㄽ、ն⫈ぬメࢹアㄽ、շࢡࢸストメࢹアㄽ、ո㌟య

メࢹアㄽの㸶ศ㔝の୰から、➨一志ᮃ教⫱ศ㔝に関する科目を含

めて２ศ㔝選ᢥすること。 

学科試験ϩ 300 Ⅼ 

これまでのάືのᒚṔと後のィ⏬を示す࣏ࠕート࢛ࠖ࢜ࣜࣇを提

出し、ཱྀ㢌試問を受ける。࣏ࠕート࢛ࠖ࢜ࣜࣇにはḟの内容を含める

こと。 

１）༤ኈ課⛬前期におけるάື・研究のィ⏬を示すࠕィ⏬書ࠖ  

（A4、2  （以内ࢪー࣌

２）㐣ཤのάື・研究・సရไస等の記㘓 

ഛ⪃１㸸࣏ࠕート࢛ࠖ࢜ࣜࣇは㸿４ุのࣜࢡアࣇイル１にまとめ、必ず表⣬に受験番号を表

記して提出すること。ࠕ㐣ཤのάື・研究・సရไస等の記㘓ࠖでࣜࢡアࣇイルに入らない

ものがある場合は、ῧ付資料として提出し、各資料に受験番号を記すこと。 

ഛ⪃２㸸࣏ࠕート࢛ࠖ࢜ࣜࣇ及びῧ付資料は、学科試験㹇の試験⤊了後にᅇする。 
 

 

㸰㸬᳨ᰝ⛉┠ཬࡧ᪥ 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語  

学科試験Ⅰ 㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

学科試験ϩ（ཱྀ㏙試験） １３時㸮㸮ศ～ 
 

ͤᶓ㒔ᕷᩥࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥᐃဨࡢ㒔ྜୖ➼ࠊࡾࡼ⏤⌮ࡢᣦᑟᩍဨࡣ࡚ࡗࡼᏛ⏕ࡅཷࢆධࢀ

���3ࠊࡣເ㞟ࡢᅇࠋࡿ࠶ࡀሙྜ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴۻࠊࡕ࠺ࡢ༳ࡢᩍဨࡢ

ᣦᑟࢆᕼᮃࢆࡳࡢ⪅ࡿࡍᑐ㇟ࠋࡿࡍ 

ͤᮏࡣࢫ࣮ࢥⱁ⾡ᩥ㛵࢛࢜ࣜࣇࢺ࣮࣏ࡿࡍసᡂࡾࡼಟࠋࡿ࡞ⱁ⾡ᩥ࡚࠸ࡘㄽᩥಟ

ࢆ㑅ᢥࡿࡍሙྜࡣᚲࡎᘓ⠏㒔ᕷᩥࠕࢫ࣮ࢥ㒔ᕷᩥ⣔ၥ㢟࡛ࠖฟ㢪ࠋࡇ࠺⾜ࢆ 

ͤᮏࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥධヨ๓ᩍဨᚿ㢪⪅ࡢ๓ࡢ㠃ㄯ3ࠊࡋࡔࡓࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࡣ��� ௨㝆ࡢᢸ

ᙜᩍဨ୍ぴࠊࡕ࠺ࡢ�ὀ�༳ࡢᩍဨࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍሙྜࠊࡣᚲࡎ๓┦ㄯࠋࡇࡿࡍ 

ͤᮏ࡛ࢫ࣮ࢥฟ㢪ࡿࡍሙྜࠊ➨㸰ᚿᮃ࡚ࡋᘓ⠏㒔ᕷᩥࠕࢫ࣮ࢥ㒔ᕷᩥ⣔ၥ㢟 㸦ࠖㄽᩥಟࢥ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᚿ㢪ࢆ㸧ࢫ࣮
 

【ὀព㡯】 

・受験者は試験開始２㸮ศ前に試験室に入ること。 

・学科試験Ⅰの開始前に、TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアド明書をᅇする（出願時に提出した者

は除く）。提出されたスコアド明書は面接時に返却する。 

・学科試験Ⅰの⤊了後に࣏ート࢛࢜ࣜࣇをᅇする。 

・学科試験Ⅰでは、࣒ࣛࢢࣟࣉᶵ⬟をᣢたない関ᩘ電༟をᣢ参し用することがྍ⬟。 

・外国人留学生志願者は、語学の辞書を用することができる。ただし、電Ꮚ辞書は用ྍ。 
 

  

− 10 −



 
 

 

 ᆅᇦ♫⣔ၥ㢟㸧ࠊ㸦㒔ᕷᇶ┙⣔ၥ㢟ࢫ࣮ࢥ㒔ᕷᆅᇦ♫ᑓᨷ 㒔ᕷᆅᇦ♫ڦ
 

㸯㸬Ꮫຊ᳨ᰝෆᐜ  

学科試験Ⅰはࠕ都市ᇶ┙⣔問㢟ࠖとࠕᆅᇦ♫会⣔問㢟ࠖがある。志願する者は、出願時に問㢟

を選ᢥすること。 

外国語 100 Ⅼ 

ⱥ語（TOEIC、TOEFL㺂IELTS のスコアを用いた選抜） 

ͤただし、ࠕᆅᇦ♫会⣔問㢟ࠖを志ᮃする者については、ᕼᮃする

研究ศ㔝により、ࢻイࢶ語・ࣛࣇンス語・ࣟシア語・୰国語・㡑国

語・ス࣌イン語から１ࣨ国語を選ᢥして試験を行うことができる。 

詳細は P.3 を☜認すること。 

学科試験 I 200 Ⅼ 

都市ᇶ┙⣔問㢟志ᮃ者は、ᩘ学１㢟、及びᵓ㐀ᕤ学、水ᕤ学、ᆅ┙

ᕤ学、ᅵ木ィ⏬学、コンࣜࢡートᕤ学から 1ศ㔝を選びゎ⟅。 

ᆅᇦ♫会⣔問㢟志ᮃ者は、人ᩥ♫会科学ศ㔝からの」ᩘの記㏙問㢟

から 1㢟を選びゎ⟅。 

学科試験ϩ 200 Ⅼ 研究ィ⏬書等にもと࡙いて、ᑓ㛛ศ㔝に関係するཱྀ㏙試験を行う。 
 
㸰㸬᳨ᰝ⛉┠ཬࡧ᪥ 

  ① 都市ᇶ┙⣔問㢟志願者 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語   

学科試験Ⅰ 㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

学科試験ϩ（ཱྀ㏙試験） １４時㸮㸮ศ～ 

   ② ᆅᇦ♫会⣔問㢟志願者 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語  

学科試験Ⅰ 㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

外 国 語 >ὀ@ １１時３㸮ศ～１２時３㸮ศ 

学科試験ϩ（ཱྀ㏙試験） ู途通知 

>ὀ@ ᆅᇦ♫会⣔問㢟志ᮃ者で、他の外国語の筆記試験による選抜を選ᢥした者のみ、ୖ記日

時に筆記試験を実施する。 
 

ͤ㒔ᕷᆅᇦ♫ࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥᐃဨୖࡢ㒔ྜ➼ࠊࡾࡼ⏤⌮ࡢᣦᑟᩍဨࡣ࡚ࡗࡼᏛ⏕ࡅཷࢆධࢀ

���3ࠊࡣເ㞟ࡢᅇࠋࡿ࠶ࡀሙྜ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴۻࠊࡕ࠺ࡢ༳ࡢᩍဨࡢ

ᣦᑟࢆᕼᮃࢆࡳࡢ⪅ࡿࡍᑐ㇟ࠋࡿࡍ 

ͤᮏࢆࢫ࣮ࢥᚿ㢪ࠊࡣ⪅ࡿࡍ㢪᭩ᥦฟ๓ᚿᮃඛᩍဨࡣ࠸ࡿ࠶ၥࡏࢃྜ࠸ඛᢸᙜᩍဨ┦ㄯࡿࡍ

≉ࠋࡇ 3��� ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴࠊࡕ࠺ࡢ�ὀ�༳ࡢᩍဨࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍሙྜࠊࡣᚲࡎ๓

P.17～22）ࠋࡇࡿࡍㄯ┦ 参照） 

ͤ㒔ᕷᇶ┙⣔ၥ㢟ᚿᮃ⪅ࠊࡣ➨㸰ᚿᮃ࡚ࡋᅜ㝿ᇶ┙Ꮫࢫ࣮ࢥ㸦,*6,㸧ࢆᚿ㢪ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 
 

【ὀព㡯】 

・受験者は試験開始２㸮ศ前に試験室に入ること。 

・学科試験Ⅰの開始前に、TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアド明書、ࢻイࢶ語・ࣛࣇンス語・ࣟシア

語・୰国語・㡑国語・ス࣌イン語については CEFR 準拠のスコアのスコアド明書をᅇする（出

願時に提出した者または外国語の筆記試験を受験する者は除く）。提出されたスコアド明書は面

接時に返却する。 

・学科試験Ⅰでは、࣒ࣛࢢࣟࣉᶵ⬟をᣢたない関ᩘ電༟をᣢ参し用することがྍ⬟。 

・外国人留学生志願者は、語学以外の学ຊ検査科目に限り語学の辞書を用することができる。

ただし、電Ꮚ辞書は用ྍ。 

・外国人留学生志願者は、学ຊ検査科目のゎ⟅にⱥ語をうことを認める。 
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 㸦㹇㹅㹑㹇㸧 ࢫ࣮ࢥ㒔ᕷᆅᇦ♫ᑓᨷ ᅜ㝿ᇶ┙Ꮫڦ
 

㸯㸬Ꮫຊ᳨ᰝෆᐜ 

外国語 100 Ⅼ ⱥ語（TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアを用いた選抜） 

学科試験 I 200 Ⅼ 
ᩘ学１㢟をゎ⟅。ならびに、ᵓ㐀ᕤ学、水ᕤ学、ᆅ┙ᕤ学、ᅵ木ィ

⏬学、コンࣜࢡートᕤ学、国㝿都市ィ⏬から 1ศ㔝を選びゎ⟅。 

学科試験ϩ 200 Ⅼ 研究ィ⏬書等にもと࡙いて、ᑓ㛛ศ㔝に関係するཱྀ㏙試験を行う。 

 

㸰㸬᳨ᰝ⛉┠ཬࡧ᪥ 

期 日 科 目 ྡ 時  間 

２月１日（木） 

ⱥ  語  

学科試験Ⅰ 㸷時㸮㸮ศ～１１時㸮㸮ศ 

学科試験ϩ（ཱྀ㏙試験） １４時㸮㸮ศ～ 
 

ͤᅜ㝿ᇶ┙Ꮫࢫ࣮ࢥ㸦,*6,㸧࡛ࠊࡣᐃဨୖࡢ㒔ྜ➼ࠊࡾࡼ⏤⌮ࡢᣦᑟᩍဨࡣ࡚ࡗࡼᏛ⏕ཷࢆ

���3ࠊࡣເ㞟ࡢᅇࠋࡿ࠶ࡀሙྜ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀධࡅ ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴۻࠊࡕ࠺ࡢ༳ࡢ

ᩍဨࡢᣦᑟࢆᕼᮃࢆࡳࡢ⪅ࡿࡍᑐ㇟ࠋࡿࡍ 

ͤᮏࡢ࡚ࡍࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥㅮ⩏࢜ࢪࢱࢫᩍ⫱ࠊಟኈㄽᩥᣦᑟࡀⱥㄒ࡛⾜ࠊࢀࢃಟኈㄽᩥ࠸ࡘ

 ࠋࡿࡍⱥㄒ࡛సᡂࡶ࡚

ͤᮏࢆࢫ࣮ࢥᚿ㢪ࠊࡣ⪅ࡿࡍ㢪᭩ᥦฟ๓ᚿᮃඛᩍဨࡣ࠸ࡿ࠶ၥࡏࢃྜ࠸ඛᢸᙜᩍဨࢆ┦ㄯࡿࡍ

≉ࠋࡇ 3��� ௨㝆ࡢᢸᙜᩍဨ୍ぴࠊࡕ࠺ࡢ�ὀ�༳ࡢᩍဨࡢᣦᑟࢆᕼᮃࡿࡍሙྜࠊࡣᚲࡎ๓

P.17～22）ࠋࡇࡿࡍㄯ┦ 参照） 

୍ͤ⯡ධヨ࡛ᮏ࡛ࢫ࣮ࢥฟ㢪ࡿࡍሙྜࠊ➨㸰ᚿᮃ࡚ࡋ㒔ᕷᆅᇦ♫ࠕࢫ࣮ࢥ㒔ᕷᇶ┙⣔ၥ㢟ࠖ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡶࡇࡿࡍᚿ㢪ࢆ

 

【ὀព㡯】 

・受験者は試験開始２㸮ศ前に試験室に入ること。 

・学科試験Ⅰの開始前に、TOEIC、TOEFL、IELTS のスコアド明書をᅇする（出願時に提出した者

は除く）。提出されたスコアド明書は面接時に返却する。 

・学科試験Ⅰでは、࣒ࣛࢢࣟࣉᶵ⬟をᣢたない関ᩘ電༟をᣢ参し用することがྍ⬟。 

・外国人留学生志願者は、語学の辞書を用することができる。ただし、電Ꮚ辞書は用ྍ。 

・外国人留学生志願者は、学ຊ検査科目のゎ⟅にⱥ語をうことを認める。 
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��㸬Ꮫ㝔タ⨨ᇶ‽➨ �� ᮲ᐃࡿࡵᩍ⫱᪉ἲࡢ≉ࡿࡼᩍ⫱ࡢᐇ

 㸧≉ࡢ⫱Ꮫ㝔ᩍࡿࡍᑐ⪅✲◊ࡣ㸦♫ேᢏ⾡⪅ཪ࡚࠸ࡘ
 

大学院タ⨨ᇶ準（ᩥ㒊科学┬௧）➨ 14 ᮲では、ࠕ大学院の課⛬においては、教⫱ୖ特ูの

必要があると認められる場合には、ኪ間その他特定の時間又は時期においてᤵᴗ又は研究ᣦ

ᑟを行う等の㐺当な᪉ἲにより教⫱を行うことができる。ࠖ ᪨つ定されており、♫会人等のᑵ

学に㓄៖がなされている。ྠ᮲に定める教⫱᪉ἲの特を大学院でのᒚಟをᕼᮃする♫会人

ᢏ⾡者又は研究者にᑐし㐠用する。 

【特の内容】 

(1) ಟ学年限（༤ኈ課⛬前期２年、༤ኈ課⛬後期３年）のうち１年間は、ཎ๎として、

日Ⓩ学をすること。 

(2) 特によるᤵᴗは平日のኪ間（１㸵時５㸮ศ～１㸷時２㸮ศ）に開タするが、間

のᤵᴗを含めた時間帯の受ㅮをチྍする。 

(3) ༤ኈ課⛬前期では学ᴗにᑓᛕする１年間はとしてಟኈ研究に充てられるようにಟ

了に必要なᤵᴗの༢ಟᚓはኪ間（１㸵時５㸮ศ～１㸷時２㸮ศ）のᤵᴗを利用し

て行うようᒚಟィ⏬を❧てること㹿したがって、学ᴗにᑓᛕする期間における間の

受ㅮはኪ間に開ㅮされていないᤵᴗに限ることがᮃましい。 

(4) 入学に当たっては、ᣦᑟ教員のᣦᑟのもとに、༤ኈ課⛬前期は２年間、༤ኈ課⛬後

期は３年間をぢ通したᒚಟィ⏬をたてること。 

(5) ಟ学年限でಟ了するのがົの都合ୖ↓理な場合は、あらかじめ༤ኈ課⛬前期は３

～４年間、༤ኈ課⛬後期は４～６年間にわたるᒚಟィ⏬をたてることも⪃៖するこ

と（下記 12 参照）。 

 。特ࠖによるᒚಟィ⏬の変更はその都ᗘ申し出てチྍをᚓることࠕ (6)

 

 

���㛗ᮇᒚಟᏛ⏕࡚࠸ࡘ 

㛗期ᒚಟ学生とは、⫋ᴗを᭷している等の情により、ᶆ準ಟᴗ年限（༤ኈ課⛬前期２

年、༤ኈ課⛬後期３年）を㉸࠼て一定の期間にわたりィ⏬的に教⫱課⛬をᒚಟして課⛬を

ಟ了することが認められた者をいう。 

㛗期ᒚಟ学生に認定された者は、一⯡の学生とは␗なり、ಟ学年ᩘに関係なくᶆ準ಟᴗ

年限（༤ኈ課⛬前期２年、༤ኈ課⛬後期３年）ศのᤵᴗ料でಟ学することができる。 
 

１㸬申請資格 

 㛗期ᒚಟ学生として申請することができる者は、入学後も⫋ᴗを᭷している♫会人とする。 
 

２㸬申請の手続き 

㛗期ᒚಟ学生の申請をᕼᮃする者は、ḟの手㡰にᚑい手続きを行うこと。下記手続きのࡦ

とつでもᛰるとᑂ査のᑐ㇟者とならないのでὀពすること。 

①出願前 

出願前に、ᣦᑟをᕼᮃする教員又は問い合わせඛᢸ当教員に㛗期ᒚಟ学生の㐺用をᕼ

ᮃする᪨申し出ること。 
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②出願時 

 入学願書の㛗期ᒚಟ学生㐺用ᕼᮃḍにࢳェࢡࢵを入れること。 

ճ入学手続時  

㛗期ᒚಟ学生をᕼᮃする者は、ḟの（１）、（２）の書類を入学手続き時に提出すること。 

（１）㛗期ᒚಟ学生申請書（ู⣬ᵝᘧ１㸸入学手続き書類送付時に送付ண定（ୖ記①②の手

続きを行った者にのみ送付）） 

（２）ᅾ⫋ド明書又はᅾ⫋が☜認できる書類 

（３）提出期間は、下記のとおりとする。 

①平成 30 年 4 月入学合格者 ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ � ᪥㸦᭶㸧㹼� ᭶ � ᪥㸦ᮌ㸧㸦ᮇ㛫ཝᏲ㸧 

②平成 30 年 10 月入学合格者 ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦᭶㸧㹼� ᭶ �� ᪥㸦Ỉ㸧㸦ᮇ㛫ཝᏲ㸧 

入学手続き書類とྠᑒのう࠼、大学院都市イノベーション学府係へ提出すること。 
 

３㸬ྍ否の認定 

  申請書類にᇶ࡙きᑂ査のう࠼、認定のྍ否をỴ定し、入学後に通知する。 
 

４㸬ᅾ学期間 

   㛗期ᒚಟ学生のᅾ学期間は、༤ኈ課⛬前期にあっては２年以ୖ４年まで、༤ኈ課⛬後

期にあっては３年以ୖ６年までとなる。 

なお、各年ᗘのಟ了月は、ཎ๎３月、㸷月となっているので、㛗期ᒚಟ学生申請書にಟ 

  了ண定年月を記入すること。 
 

５㸬ᤵᴗ料の年㢠 

㛗期ᒚಟ学生のᤵᴗ料年㢠は、ᤵᴗ料の年㢠にᶆ準ಟᴗ年限に┦当する年ᩘをじて

ᚓた㢠をᅾ学期間の年ᩘで除した㢠となる。 

ὀ）ᅾ学୰にᤵᴗ料のᨵ定が行われた場合にはィ⟬された㢠となる。 

 

 (⟬出)༤ኈ課⛬前期の㛗期ᒚಟ学生申請者がᅾ学期間３年と認定された場合 

535�800   �  ２年  ¹    ３年       㸻357�200  

(ᤵᴗ料の年㢠)（ᶆ準ಟᴗ年限）（認定されたᅾ学期間）（㛗期ᒚಟ学生のᤵᴗ料年㢠） 
 

６㸬ᅾ学期間の▷⦰ 

   㛗期ᒚಟ学生は、認定されたᅾ学期間の▷⦰によりಟ了することができる。 

ᅾ学期間の▷⦰をᕼᮃする者は、当ヱ学年をಟ了する２ࣨ月前までにࠕ㛗期ᒚಟ学生

ᅾ学期間▷⦰願ࠖを提出し、ᢎ認をᚓなけれࡤならない。 

  㸨詳細については必ず❆ཱྀに┦ㄯすること。 
 

㸵㸬ᅾ学期間のᘏ㛗 

㛗期ᒚಟ学生で特ูな情がある場合は、ᅾ学期間のᘏ㛗をすることができる。 

ᅾ学期間のᘏ㛗をᕼᮃする者は、ᅾ学期間が‶了する２ࣨ月前までにࠕ㛗期ᒚಟ学生 

ᅾ学期間ᘏ㛗願 をࠖ提出し、ᢎ認をᚓなけれࡤならない。ただし、ᅾ学期間のᘏ㛗は１ᗘ 

限りのためὀពすること。 

ᅾ学期間は、༤ኈ課⛬前期４年、༤ኈ課⛬後期６年を㉸࠼ることができない。 

また、ᅾ学期間ᘏ㛗後のᤵᴗ料は、ᶆ準ಟᴗ年限（༤ኈ課⛬前期２年、༤ኈ課⛬後期３

年）ศのᤵᴗ料からすでに⣡付῭みのᤵᴗ料をᕪしᘬいたศをᘏ㛗期間で᪂たに⟬出し、

⣡付することになる。 
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���㌟య㞀ࡿ࠶ࡢ࠸ࡀධᏛ⪅ࡢ๓┦ㄯ࡚࠸ࡘ 

ᚰ㌟の㞀がい等により、下表にヱ当する者（出願受付⥾切後の៖のᨾによる㈇യ

者等を含む）は、受験及びಟ学のୖで㓄៖を必要とすることが㉳こりᚓるため、出願す

る前に必ず都市イノベーション学府係へḟのᵝᘧにより前に┦ㄯすること。なお、ḟ

表からุ᩿できない場合については、問い合わせること。 

༊   ศ ㌟  య  㞀  が  い  の  ⛬  ᗘ 

どぬ㞀がい 

୧║のどຊがおおむࡡ 0.3 ᮍ‶のもの又はどຊ以外のどᶵ⬟㞀がいが

㧗ᗘのもののうち、ᣑ大㙾等の用によっても通ᖖのᩥᏐ、ᅗᙧ等のどぬ

による認㆑がྍ⬟又はⴭしくᅔ㞴な⛬ᗘのもの 

⫈ぬ㞀がい 

୧⪥の⫈ຊࣞベルがおおむࡡ 60 シベル以ୖのもののうち、補⫈ჾࢹ

等の用によっても通ᖖの話ኌをゎすることがྍ⬟又はⴭしくᅔ㞴な

⛬ᗘのもの 

⫥య⮬⏤ 

1㸬 ⫥య⮬⏤の≧ែが補ලの用によってもṌ行、筆記等日ᖖ生ά

におけるᇶ本的なືసがྍ⬟又はᅔ㞴な⛬ᗘのもの 

2㸬 ⫥య⮬⏤の≧ែが前号にかかࡆる⛬ᗘに達しないもののうち、ᖖ

時に་学的ほᐹᣦᑟを必要とする⛬ᗘのもの 

  ᙅ 

1. ៏ᛶの྾ჾᝈ、⭈⮚ᝈ及び⚄⤒ᝈ、ᝏᛶ᪂生≀その他のᝈ

の≧ែが⥅続して་⒪又は生άつไを必要とする⛬ᗘのもの 

2.  ㌟య虚ᙅの≧ែが⥅続して生άつไを必要とする⛬ᗘのもの 

発達㞀がい 
⮬㛢、アス࣌ル࢞ーೃ⩌、ᗈỗᛶ発達㞀がい、学⩦㞀がい、ὀព欠

㝗ከືᛶ㞀がいのための㓄៖を必要とするもの 

 

（ᵝᘧ）A4 ุ⦪                   平成  年  月  日 

 

ᶓ国❧大学㛗  Ẋ         ࡩりがな 

Ặ  ྡ 

生年月日 

住  所 ࠛ 

電話番号 

ᶓ国❧大学に入学を志願したいので、下記のとおり前に┦ㄯします。  

記 

1.志ᮃする学府・ᑓᨷ・コース 

2.㌟యの㞀がい✀類、⛬ᗘ 

3.受験に㝿して㓄៖をᕼᮃする㡯 

4.入学後のಟ学に㝿して㓄៖をᕼᮃする㡯 

5.そ の 他 

 

  （ῧ付書類）デ᩿書または㌟య㞀ᐖ者手ᖒ（）、その他参⪃資料 
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���Ᏻಖ㞀㍺ฟ⟶⌮࡚࠸ࡘ 

ᶓ国❧大学では、ࠕ外国Ⅽ᭰及び外国㈠᫆ἲࠖにᇶ࡙いてࠕ国❧大学ἲ人ᶓ国❧大学 

Ᏻಖ㞀㍺出⟶理つ๎ࠖを定めて、≀ရの㍺出、ᢏ⾡の提供、人ᮦのὶのほⅬから外国人

留学生の受入れについてはཝ格なᑂ査を実施しています。つไされている㡯にヱ当する場

合は、ᕼᮃする研究άືにไ限がかかる場合ࡸ、教⫱が受けられない場合がありますので、

願書の提出の前にᣦᑟ教員ண定者と┦ㄯをするな、出願にあたってはὀពしてください。 

なお、詳細については以下の 85/を参照してください。 

KWWS���ZZZ�ULSR�\QX�DF�MS�LQGH[�DGVFUHHQLQJBMS�KWPO 

 

���᳨ᐃᩱࡢ㏉㑏ࢆㄳồࡿࡍሙྜ࡚࠸ࡘ 

ḟの場合を除き、いかなる理⏤があっても出願書類を受理した後のᡶ㎸῭みの入学検定料

の返㑏は行わない。 

 

(1） 検定料の返㑏ができるもの 

①入学検定料をᡶい㎸ࢇだがᶓ国❧大学に出願しなかった（出願書類等を提出しなか

った又は出願が受理されなかった）場合 

    ②入学検定料をㄗって㔜にᡶい㎸ࢇだ場合 

(2) 検定料の返㑏請ồの᪉ἲ 

       以下①～յの㡯目を明記した入学検定料返㑏請ồ願（ᵝᘧは問わない）をస成し、

必ず、検定料ᨭᡶ・ᡶ㎸ド明書（ࠕ郵便᭰ᡶ㎸受付ド明書 ⣡ド明書ࠕࠖ、 ᨭᡶࠕࠖ、

い完了通知のメール⏬面を印ๅした≀ࠖ）をῧ付して、速ࡸかに郵送すること。 

        ①返㑏請ồの理⏤ ②Ặྡ（ࡩりがな） ճ現住所 մ連絡電話番号 յ試験の✀類 

(3) その他 

  ①検定料の返㑏（ᡶᡠし）には┦当の日ᩘがかかる場合がある。 

②出願が受理されなかった場合については、本学からู途返㑏に必要な書類を郵送す

る。 

 

ͤ返㑏㢠は、返㑏の㝿に要する手ᩘ料がᕪしᘬかれた㢠となる。 

 

  

送付ඛ㸸ࠛ240�8501 ᶓ市ಖᅵࢣ㇂༊ᖖ┙ྎ 79 番 5 号 

ᶓ国❧大学 大学院都市イノベーション学府係 ᐄ 
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���ᢸᙜᩍဨ୍ぴ ۻ༳ࡢᩍဨࡳࡢເ㞟ࠋࡿࡍ 

 ᘓ⠏都市ᩥᑓᨷڦ

・ᘓ⠏都市ᩥコース 

氏名 職位 研究内容のキーワード 

大野 敏 教授 日本建築史研究。特に厨子を主眼とした仏堂・社殿内部空間の研

究。近世民家を中心とした住宅史研究。文化財建造物の保存に関

する理論研究。伝統的建築技法の保存継承に関する研究。 

大原 一興 教授 建築計画、人間―環境系理論の研究。高齢社会・成熟社会におけ

る生活環境（住宅、福祉・文化・教育施設、都市・農村環境）の計画

論。UD。環境老年学。エコミュージアム、ニューミュジオロジー。 

★清田 友則 教授 サブカルチャー、ジェンダー、セクシュアリティ、精神分析、文学理

論、文化政治批判。 
★榑沼 範久 教授 近代思想・現代芸術研究。空間と（非）知覚を焦点にした技術と芸

術の探求。 

佐土原 聡 教授 都市環境のデザイン・マネジメント、地域冷暖房、地域エネルギーシ

ステム、都市の危機管理・防災、安全・環境調和まちづくり、生態系

サービスを活かした都市、地理情報システム（GIS）。 
★須川 亜紀子 教授 アニメ、マンガ研究、オーディエンス研究（コスプレ、2.5D ミュージカ

ル、コンテンツツーリズム） 
★高見澤 実 教授 専門分野は都市計画、まちづくり、市街地整備、住環境マネジメン

ト。それらの計画理論、事業手法、主体形成、制度システム等を研

究。また、海外の都市計画システムや都市計画理論をひろく研究。 

田川 泰久（注） 教授 鉄骨構造及び鋼コンクリート合成構造の耐震設計法に関する研究。 

鉄骨構造骨組の終局耐力および塑性変形能力、鉄骨造接合部の

終局耐力、合成梁部材の塑性変形能力。 

田才 晃 教授 鉄筋コンクリート造建築物の耐震安全性に関する研究、構造物の応

答制御に関する研究、耐震設計法の開発、既存構造物の耐震改

修に関する研究、地震災害における構造被害の調査と分析。 

張 晴原 教授 サステナブル建築、アࢪアのᒃ住⎔ቃとࢿ࢚ルࢠー消㈝、୰国・

アࢪアのᘓ⠏⎔ቃゎᯒ用Ẽ㇟ࢹーࢱの開発、⍇⍈†࿘㎶におけ

る࢚コ住Ꮿ。 
★彦江 智弘 教授 フランス文学（20 世紀小説）、現代文学、フランス文化、映画批評。 
★室井 尚 教授 情報文化論、メディア美学、文化研究、記号論、現代思想。アートと

社会、文化と社会との結びつきを理論と実践の両面から多角的に

探求していく。 

江口 亨 准教授 建築構法、建築ストック活用。建築の生産性や住宅の構法史に関

する研究。ストック型社会における建築関連産業や専門家のあり方

に関する研究。 

河端 昌也 准教授 大スパン建築構造物の耐風、耐雪安全性に関する研究、テンション

材の活用による架構方法の合理化に関する研究、形状決定と外力

に対する挙動の解析方法に関する研究。 

杉本 訓祥 准教授 㕲➽コンࣜࢡートᵓ㐀≀の⪏㟈ᛶ⬟に関する研究、㧗ᒙ㕲➽コン

⪏ートᵓ㐀≀のࣜࢡート㐀ᘓ≀のᵓἲの研究、᪤Ꮡ㕲➽コンࣜࢡ

㟈補ᙉᢏ⾡の研究、ᆅ㟈⅏ᐖにおけるᵓ㐀≀の⿕ᐖ調査とศᯒ。 
田中 稲子 准教授 建築の温熱・光環境に関する環境計画研究。住まい方による建築

の省エネルギー化、住環境教育に関する研究。 
★中川 克志 准教授 聴覚文化論。実験音楽とサウンド・アート、並びに音響メディア論。 
★野原 卓 准教授 専門は、都市デザイン、景観、まちづくり。 

都市空間のデザイン及びマネジメント、資源・歴史・景観を活かした

まちづくりに関する研究及び実践的プロジェクト活動と調査分析。 
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氏名 職位 研究内容のキーワード 

★ᖹ ᆂ 准教授 映ീ論、近現代美術論、知覚論。映ീによ䛳て思⪃する方法の探

求と実践。 

⸨ᒸ 泰ᐶ 准教授 住ᒃ・住環境・コミュニティに関䜟る建築計画研究。ᣢ⥆ྍ能䛺ᒃ住

地計画、コ䝝ウジン䜾、ライフス䝍イルの研究。建築・都市づくり・デ

ザインやマネジメントにㄡ䜒䛜ཧ画䛷きる方法論の探求と実践。 

ᯇ本 ⏤㤶 准教授 建築物の構造安全性、特に鉄骨構造物の耐震性能に関する研究。

架構や構造部材の耐力及び変形性能のண に関する研究。構造

物のᚲせ性能に関する多角的᳨ウ。地震被害の調査と分析。 

Ᏺ田 ṇ志 准教授 イスࣛー࣒ᘓ⠏・都市ྐ、ᆅ୰ᾏᆅᇦのᘓ⠏ྐ・都市ྐ研究。

特に、トルコを୰ᚰに、ࣜ࢟スト教・イスࣛー࣒という᐀教の

ᯟを㉸࠼たᘓ⠏・都市ᩥの⥅ᢎに関する研究。 

ྜྷ田 聡 准教授 建築・地域の省エネルギー化、పⅣ⣲化、環境㓄៖の技術、計画・

㐠用・管理手法およびその評౯に関する研究。 

FabLHn CarpHnWraV 
 （ントࣛࣃル࢝・アンࣅࣇ）

ㅮᖌ ͤ ᫎ⏬研究、特に㸵㸮～㸶㸮年௦の㑥⏬。ᫎ⏬的表現、ᫎ⏬と♫

会、ᫎ⏬とイࢠࣟ࢜ࢹー。 

 

・ᶓ都市ᩥコース（<�*SC） 

氏名 職位 研究内容のキーワード 

★清田 友則 教授 サブカルチャー、ジェンダー、セクシュアリティ、精神分析、文学理

論、文化政治批判。 

★榑沼 範久 教授 近代思想・現代芸術研究。空間と（非）知覚を焦点にした技術と芸

術の探求。 
★須川 亜紀子 教授 アニメ、マンガ研究、オーディエンス研究（コスプレ、2.5D ミュージカ

ル、コンテンツツーリズム） 
★彦江 智弘 教授 フランス文学（20 世紀小説）、現代文学、フランス文化、映画批評。 

★室井 尚 教授 情報文化論、メディア美学、文化研究、記号論、現代思想。アートと

社会、文化と社会との結びつきを理論と実践の両面から多角的に

探求していく。 

★中川 克志 准教授 聴覚文化論。実験音楽とサウンド・アート、並びに音響メディア論。 

★ᖹ ᆂ 准教授 映ീ論、近現代美術論、知覚論。映ീによ䛳て思⪃する方法の探

求と実践。 

FabLHn CarpHnWraV 
 （ントࣛࣃル࢝・アンࣅࣇ）

ㅮᖌ ͤ ᫎ⏬研究、特に㸵㸮～㸶㸮年௦の㑥⏬。ᫎ⏬的表現、ᫎ⏬と♫

会、ᫎ⏬とイࢠࣟ࢜ࢹー。 
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 都市ᆅᇦ♫会ᑓᨷڦ

・都市ᆅᇦ♫会コース 

氏名 職位 研究内容のキーワード 

★江原 ⏤美子（注） 教授 専門分野は、社会理論とジェンダー研究。ジェンダーど点䛷社会的

現実を分析している。主䛺調査主㢟は、䛂㌟体・セクシュアリティ䛃䛂対

面的┦⾜Ⅽ䛃䛂知㆑・⛉学・社会⛉学䛃䛺䛹。 
★大須㈡ 史和 教授 ဴ学・理学、ロシア思想史（社会・政治・文化）。主せ䛺テーマは、

ᮾ方ṇ教のᙳ響ୗに構想䛥れた᐀教ဴ学における人間論、存ᅾ

論、ゝㄒ論䛷、日本やḢ⡿のㅖ₻ὶとのẚ㍑研究䜒⾜䛳ている。 

★地 弘 教授 安全・安心・ᛌ㐺䛺社会の実現をテーマに、ᶫ梁の空力動ၥ㢟、

ᙉ風ண 、ᙉ風災害リスクアナリシス、構造物の動ၥ㢟、構造設

計論䛺䛹の研究を⾜䛳ている。 
★川ῧ ⿱ 教授 文化史・日本文化史、ᅜ㝿ᶓ学、文化資源学。日本の江ᡞ代

から現代ま䛷のᅄⓒ年をど野にධれ、㐣ཤの社会と文化の力を、

都市のパワーとして䛹䛖活かすかを、ᶓをᣐ点にᨷ究している。 

★小ᐑ ṇ安 教授 中ኸ䝶ーロッパの文化史、社会史・オーストリアのウィーンを㊊䛜かり

とし䛺䛜ら、䛂一つの䝶ーロッパ䛃とい䛖⪃䛘方䛜歴史や文化に䛘た

ᙳ響に関する研究をお䛣䛺䛳ている。 
★㰺⸨ 㯞人 教授 䜾ロー䝞ル化代の都市政⟇。䜾ロー䝞ル化、都市間➇த、᪂⮬

⏤主⩏的䛺政⟇の結ᯝとしての都市生の▩┪や᫂ᬯを政治⤒

῭学的ど点から研究している。 
★ⓑỈ 紀子（注） 教授 専門分野は中ᅜ・ྎ‴の近現代文学およびジェンダー研究。ᮾア

ジアにおける近代のၥ㢟を、近代家᪘の形成、ジェンダー・䝫リティ

クスとセクシュアリティの⦅成䛺䛹をテーマに研究している。 

★中村 文彦 教授 専門は土ᮌ計画学、特に都市㏻計画。都市計画、環境䡡福祉政

⟇、㏵ୖᅜ開発との関連を㔜どした実㝿的䛺ㄢ㢟、特にබඹ㏻䡡

㏻マネジメントに関䜟るㄢ㢟を多くྲྀりୖ䛢ている。 
★中村 ⏤⾜ 教授 ἢᓊ海域や†沼を主対㇟に、Ỉᅪ環境の保全や生態系修に関

する研究にᚑ事している。特に、環境中のỈ理現㇟と物㉁ᚠ環に

関して、現地観 やᩘ理解析的研究を実施している。 
★᪩野 බ敏 教授 専門は地┙ᕤ学。䛺か䛷䜒㏻地┙構造物、㌾ᙅ地┙改Ⰻ、地┙

防災、地┙材ᩱをキーワードに、社会インフラをᨭ䛘る地┙ᇶ♏構

造物のㅖㄢ㢟をテーマに研究している。 
★⸨ ὒ子 教授 ᑓ㛛は、開発人類学、ࢪェンࢲーと開発、ࢢࣛࣃアイᆅᇦ研究。

国㝿༠ຊ、1*O 実㊶、♫会ᴗ、ዪᛶの࢚ン࣡ࣃーメントな

を࢟ー࣡ーࢻに研究・実㊶άືを行っている。 
★๓川 ᏹ一 教授 コンࣜࢡートᕤ学、⪏ஂᛶຊ学、ከᏍయの⇕ຊ学をに研究。

㕲➽コンࣜࢡートᵓ㐀のᛶ⬟照査ἲ、インࣛࣇのᑑ᥎定、⥔

ᣢ⟶理ᕤ学への㐺用、」合ຎ問㢟、ᘓタの生⏘ᛶྥୖに取り

 。でいるࢇ⤌
★ᒣ田 ᆒ 教授 㛗大ᶫをは䛨䜑とする᪂しい社会ᇶ┙構造物を対㇟に、土ᮌᕤ学、

風ᕤ学、鋼構造、ᶫ梁ᕤ学、㛗࿘ᮇ構造システム、空力ᙎ性学、構

造動力学をキーワードとしたㅖㄢ㢟について研究を⾜䛳ている。 
★ྜྷ原 ┤ᶞ（注） 教授 専門分野は都市社会学、地域社会学、アジア社会論。都市に生㉳

する社会現㇟を空間論的㌿ᅇに༶して解ㄞしている。その一環とし

て発性に䜒とづくコミュニティᴫᛕのᑂ䜒⾜䛳ている。 
★ᅄ方田（ᆶỈ）༓ᜨ 教授 ᳜民地ᮇのྎ‴文学を中心に、日本近現代文学や映画におけ

る᳜民地⾲㇟、䛥らには現代ྎ‴文学・映画における日本⾲㇟䛺

䛹、ᮾアジアの文化ὶのၥ㢟をテーマに研究している。 
★⳥本 統 准教授 ᆅ┙ຊ学、ᆅ┙⎔ቃᕤ学をᑓ㛛としている。ᆅ┙の変ᙧ・◚ቯ、

ὶయのᾐ㏱、㔜金ᒓの⛣ὶ・ศᩓ・྾着といった現㇟のࣔࢹル

とそれを応用したᆅ┙ゎᯒᢏ⾡の研究開発に取り⤌ࢇでい

る。 
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氏名 職位 研究内容のキーワード 

★ᓲ ⍛ 准教授 地┙ᕤ学を専門としている。䛺か䛷䜒トンネル、地┙防災、河川構造

物をキーワードに、地┙構造物の設計・施ᕤ、および㞵や地震に

よる地┙災害䛺䛹に関するㅖㄢ㢟について研究している。 
★佐⸨ ᓠ 准教授 䛂䛂㏵ୖᅜの㈋ᅔᒙ䛃のཌ生実現のプロセスを䛹䛖ᨭ䛷きるか䛃に

ついて、ウェルネス、開発（㈋ᅔ๐ῶ）政⟇・ᅜ㝿༠力・開発人㢮

学・ラテンアメリカをキーワードに学㝿的研究・実践を⾜䛳ている。 
★㕥ᮌ ᓫஅ 准教授 海ᓊᕤ学、特にἢᓊ域における海ᓊ㣗ၥ㢟、◁の地形変化䝰

デルの構築等の研究にᚑ事。また、ἢᓊ環境、ἢᓊ防災等に関す

る研究䜒ྲྀり組䜣䛷いる。 

高ᶫ 弘ྖ 准教授 専門はジャーナリズム、メディア研究。また、日本に住䜐インドシナ

㞴民の生活実態、原⇿を䜑䛠る日⡿のཷけṆ䜑方について、多文

化ඹ生や␗文化理解のど点から調査、研究を⾜䛳ている。 
★田中 ఙ治 准教授 専門は㏻ᕤ学。㏻㐠用、㏻シミュレーション、I㼀S（高度㏻

システム）に関する研究にᚑ事。既存の㏻インフラを᭷ຠに活用

する㏻マネジメントに関する研究䜒⾜䛺䛳ている。 
★㎷ 大和 准教授 ᑓ㛛は㡑国のṔྐ・♫会で、特にᮅ㩭⋤ᮅ時௦の国㝿関係を研

究している。㏆現௦における、ᮅ㩭༙ᓥ関係Ṕྐ資料コンࢸン

 。の開発も研究㡿ᇦとしているࢶ
★すᑿ ┿⏤子 准教授 構造ᕤ学、特にᶫ梁を対㇟に構造物の安全性・ಙ㢗性ྥୖに関䜟

る研究にᚑ事。センサ技術を用いた、実構造物の動特性解析、

全性デ᩿。ᩘ್解析法に関する研究䜒⾜䛳ている。 
★ᮔ 祥美 

 

准教授 専門は近現代日本とᮾアジア関ಀ史。特に、ᡓ๓とᡓᚋ日本にお

ける₇、⯙㋀䛺䛹のパフ䜷ーマンスを፹とした文化外および

文化興、対᳜民地文化政⟇䛺䛹について研究。 
★㛗㇂川 ⚽ᶞ 准教授 フランス社会学。現代フランスㄒᅪ文化社会研究。コルシカᓥの地

域研究。日本とフランスの文化・社会政⟇をẚ㍑し、まちづくりや生

活と関連づけたツーリズムのあり方を⪃ᐹする。 
★⣽田 ᬡ 准教授 コンクリートᕤ学、メインテナンスᕤ学を専門としている。コンクリート

構造物の高耐久化、⥔ᣢ管理の技術に関する研究と、それらを実

構造物䛷㐩成するた䜑のマネジメントの研究を⾜䛳ている。 
★ᯇ本 尚அ 准教授 専門は文化人㢮学、アフリカ（ナイジェリア）及び日本をフィールドと

し、ᅜ家政治と民᪘文化の関ಀや、都市⛣民の生活ᡓ␎に関する

調査・研究を⾜䛳ている。 
★ᯇ⾜ 美ᕹ子 准教授 専門分野は都市計画・まちづくり。とくに開発㏵ୖᅜの都市・地域計

画、都市ၥ㢟、都市環境政⟇に関する研究、日本やḢᕞの環境ඹ

生型の都市計画に関する研究を⾜䛳ている。 
★୕ᾆ ᖹ 准教授 専門は都市社会学、地域社会学。都市の開発や災害興、まち

づくり䛺䛹の㡿域䛷㉳きるㅖၥ㢟に╔┠し、䛂ඹ生社会䛃はいかにし

てྍ能と䛺るのか、そのㄢ㢟や᮲௳について研究を⾜䛳ている。 

㙊原 ຬኴ ㅮᖌ ͤ ᅜ㝿関ಀ論、内ᡓ研究、民主主⩏理論、政治学方法論。ᅜ㝿社会

のㅖၥ㢟、特に内ᡓに関する㔞的研究を⾜䛖とྠに、政治現㇟

を分析するた䜑の手法やデー䝍セット構築に䜒関心䛜ある。 
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・国㝿ᇶ┙学コース（I*SI） 

氏名 職位 研究内容のキーワード 

★地 弘 教授 安全・安心・ᛌ㐺䛺社会の実現をテーマに、ᶫ梁の空力動ၥ㢟、

ᙉ風ண 、ᙉ風災害リスクアナリシス、構造物の動ၥ㢟、構造設

計論䛺䛹の研究を⾜䛳ている。 

★中村 文彦 教授 専門は土ᮌ計画学、特に都市㏻計画。都市計画、環境䡡福祉政

⟇、㏵ୖᅜ開発との関連を㔜どした実㝿的䛺ㄢ㢟、特にබඹ㏻䡡

㏻マネジメントに関䜟るㄢ㢟を多くྲྀりୖ䛢ている。 
★中村 ⏤⾜ 教授 ἢᓊ海域や†沼を主対㇟に、Ỉᅪ環境の保全や生態系修に関

する研究にᚑ事している。特に、環境中のỈ理現㇟と物㉁ᚠ環に

関して、現地観 やᩘ理解析的研究を実施している。 
★᪩野 බ敏 教授 専門は地┙ᕤ学。䛺か䛷䜒㏻地┙構造物、㌾ᙅ地┙改Ⰻ、地┙

防災、地┙材ᩱをキーワードに、社会インフラをᨭ䛘る地┙ᇶ♏構

造物のㅖㄢ㢟をテーマに研究している。 
★๓川 ᏹ一 教授 コンࣜࢡートᕤ学、⪏ஂᛶຊ学、ከᏍయの⇕ຊ学をに研究。

㕲➽コンࣜࢡートᵓ㐀のᛶ⬟照査ἲ、インࣛࣇのᑑ᥎定、⥔

ᣢ⟶理ᕤ学への㐺用、」合ຎ問㢟、ᘓタの生⏘ᛶྥୖに取り

 。でいるࢇ⤌
★ᒣ田 ᆒ 教授 㛗大ᶫをは䛨䜑とする᪂しい社会ᇶ┙構造物を対㇟に、土ᮌᕤ学、

風ᕤ学、鋼構造、ᶫ梁ᕤ学、㛗࿘ᮇ構造システム、空力ᙎ性学、構

造動力学をキーワードとしたㅖㄢ㢟について研究を⾜䛳ている。 
★⳥本 統 准教授 ᆅ┙ຊ学、ᆅ┙⎔ቃᕤ学をᑓ㛛としている。ᆅ┙の変ᙧ・◚ቯ、

ὶయのᾐ㏱、㔜金ᒓの⛣ὶ・ศᩓ・྾着といった現㇟のࣔࢹル

とそれを応用したᆅ┙ゎᯒᢏ⾡の研究開発に取り⤌ࢇでい

る。 
★ᓲ ⍛ 准教授 地┙ᕤ学を専門としている。䛺か䛷䜒トンネル、地┙防災、河川構造

物をキーワードに、地┙構造物の設計・施ᕤ、および㞵や地震に

よる地┙災害䛺䛹に関するㅖㄢ㢟について研究している。 
★㕥ᮌ ᓫஅ 准教授 海ᓊᕤ学、特にἢᓊ域における海ᓊ㣗ၥ㢟、◁の地形変化䝰

デルの構築等の研究にᚑ事。また、ἢᓊ環境、ἢᓊ防災等に関す

る研究䜒ྲྀり組䜣䛷いる。 
★田中 ఙ治 准教授 専門は㏻ᕤ学。㏻㐠用、㏻シミュレーション、I㼀S（高度㏻

システム）に関する研究にᚑ事。既存の㏻インフラを᭷ຠに活用

する㏻マネジメントに関する研究䜒⾜䛺䛳ている。 
★すᑿ ┿⏤子 准教授 構造ᕤ学、特にᶫ梁を対㇟に構造物の安全性・ಙ㢗性ྥୖに関䜟

る研究にᚑ事。センサ技術を用いた、実構造物の動特性解析、

全性デ᩿。ᩘ್解析法に関する研究䜒⾜䛳ている。 
★⣽田 ᬡ 准教授 コンクリートᕤ学、メインテナンスᕤ学を専門としている。コンクリート

構造物の高耐久化、⥔ᣢ管理の技術に関する研究と、それらを実

構造物䛷㐩成するた䜑のマネジメントの研究を⾜䛳ている。 
★ᯇ⾜ 美ᕹ子 准教授 専門分野は都市計画・まちづくり。とくに開発㏵ୖᅜの都市・地域計

画、都市ၥ㢟、都市環境政⟇に関する研究、日本やḢᕞの環境ඹ

生型の都市計画に関する研究を⾜䛳ている。 

  ͤの教員はᤵᴗのみᢸ当 

(ὀ)印の教員のᣦᑟをᕼᮃする場合は、必ずᕼᮃᣦᑟ教員または問い合わせᢸ当教員に 

前に┦ㄯすること。 
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 ඛᢸᙜᩍဨ୍ぴࡏࢃྜ࠸ၥ➼ࢫ࣮ࢥྛ���

ͤ問い合わせඛ電話番号㸸045�339�（表୰の電話番号） 

 

ᑓᨷྡ 
コース及び 

選ᢥする問㢟 
ᢸ当教員ྡ 電話番号ͤ メ㸫ルアࣞࢻス 

ᘓ⠏都市

ᩥᑓᨷ 

ᘓ⠏都市ᩥコース 
 ⏣୰ ✄Ꮚ ���� WDQDND�LQHNR�[E#\QX�DF�MS 

 ᘓ⠏⣔問㢟 

 都市ᩥ⣔問㢟 Ύ⏣ ๎ ���� NL\RWD�WRPRQRUL�YW#\QX�DF�MS 

ᶓ都市ᩥ（<�*SC） Ύ⏣ ๎ ���� NL\RWD�WRPRQRUL�YW#\QX�DF�MS 

都市ᆅᇦ

♫会ᑓᨷ 

都市ᆅᇦ♫会コース 
⳥本 ⤫ ���� NLNXPRWR�PDPRUX�IF#\QX�DF�MS 

 都市ᇶ┙⣔問㢟 

 ᆅᇦ♫会⣔問㢟 ᯇ行 ⨾ᕹᏊ ���� PDWVX\XNL�PLKRNR�KW#\QX�DF�MS 

国㝿ᇶ┙学（I*SI） ⳥本 ⤫ ���� NLNXPRWR�PDPRUX�IF#\QX�DF�MS 
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